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は じ め に
総理大臣を務めた三木武夫は, 派閥の即時解消を訴えたとされる ｢党近


















は理由がある｡ それは資料的制約である｡ 近年 『三木武夫関係文書』 が明
治大学に運び込まれ, 整理後に公開予定である｡ 同文書が貴重であること













の１つに ｢バルカン政治家｣ がある｡ 三鬼陽之助によれば, 社会党の水谷
長三郎がつけたもので ｢片山内閣が出現したが, このとき, 党内は社会党












































































助は, 三木武夫が閨閥について ｢ぜんぜん貰わなかったとは言わない｡ 若





























渡辺恒雄が三木を ｢いわゆる ｢革新派｣ (小宮注＝改進党革新派) として





三木の資金源は, 政界では岡田勢一, 宇田耕一, 河本敏夫の三人であっ
た
(21)










が ｢この時とばかり“清潔度”を高揚, これ見よがしの態度を示した｡ 折
から田中“金脈”が, 非難ゴウゴウの渦中にあっただけに, 注目をひいた｡
なかには, 田中への非難がこうじて, 三木を神様扱いする者も現れた｣ と
する｡ 三鬼は続けて ｢田中が根っからの事業家に対し, 三木は政治家一本















どこもやってなかった｡ (略) 三木派が最初にやったことは凄い｣ と記し
た
(25)
｡ この引用からも分かるように, 三木派の長所は ｢政策への熱意｣ とさ
れた
(26)



























新党創立委員会の人選について, 改進党革新派は, 鳩山一郎, 重光, 三
木武吉の３名に限るか, もしくは芦田を加えるならば三木武夫を加えよと
主張した｡ 新党準備会 (代表委員は, 芦田, 石橋, 岸, 重光, 鳩山) は,











に, 鳩山, 重光, 岸, 石橋, 芦田, 松村, 三木武吉, 大麻, 苫米地義三,
三好英之, 大村清一の計11名が選ばれた｡ 内訳は, 新党準備会５, 改進党


































事を挙げれば (括弧内は旧所属政党), 鳩山総裁 (自由党), 重光副総裁








































送別会を岸幹事長が開いた｡ その席には, 河野一郎, 池田勇人, 佐藤栄作


































































ることの意味, 宣伝に対する鋭敏な感覚は, 1937 (昭和12) 年の初当選時
以来培われたものであった｡ 当時, 朝日新聞社が神風号を欧州へ飛ばして







































｡ それに比し, 占領期は矢部貞治が挙がる程度である｡ ここから







なぜ外交官・知米派が重要だったのか｡ 占領期には, 幣原喜重郎, 吉田
茂, 芦田均と外交官出身者が総理大臣を務めた｡ それはGHQとの関係が





公職追放された｡ 他に, 吉田茂による, いわゆるＹ項パージもその例であ
る｡ 吉田率いる自由党の競争相手であった民主党の指導部は, 1947年４月
25日の総選挙直前に幹部クラスが続々と公職追放された｡ ４月４日に楢橋

























































































































以来 ｢頼まれれば若干の助太刀もして来た｣｡ 具体的には ｢演説の下書き



























｡ 平澤の経歴は, 後述する ｢サー
ヴィス・センター・トーキョー｣ の 『定款
(95)










































｡ 戦前, 外務省に入省した吉野文六は, 当時の
平澤を ｢対米戦争を恐れるべきでないと主張する｣ ｢右派｣ と聞いたと証
言した
(105)



























｡ この建白書事件の結果は ｢お咎めなし｣ との説もある
(114)
｡













他に, 三木のアメリカ人との交友も, 平澤の関与が推定される｡ 一例を













であったこと, その後の人とのつながりが, ともに三木武夫, 松本滝蔵と





三木と福島, 平澤との関係について, 内田健三は ｢平澤に関しては意見






























著名である｡ ESS (イングリッシュ・スピーキング・ソサエティー) の大
学連盟設立を当時立教大学に勤務していたポール・ラッシュが発案した｡












松本の専門は, 広告・宣伝であった｡ その著書に ｢第十五講 廣告と科
學の一考察｣ 加藤信孝編 『廣告講座 十六講』 (明治大學廣告研究会,
1933年) 所収や, ｢第一章 P・Rの歴史及び理念｣ 佐々木吉郎編 『P・Rの



























































































｡ この水泳使節団とは, 古橋廣之進が ｢フジヤ
マのトビウオ｣ として著名になった渡米を指す｡ 大会からの ｢帰還報告｣













































帰国し, 戦時中は, 外務省嘱託, 太平洋協会アメリカ研究室主幹などを務























CIC (Counter Intelligence Corps) であったという
(162)
｡




サーヴィス・センターの 『定款』 で注目すべき点を挙げていこう｡ 表紙
には設立者として, 松本の名前が書かれている｡ 社の理事として掲載され

























と思ふ｡ (六) 我々はアメリカに宿縁を有し, 彼の地に長く滞在し, アメ
リカを理解すること深しと信ずるものである｡ 従って事態は我々として次
の事を決意せしめる｡ イ, 右の線に沿って国民を啓発しよう｡ ロ, 国際
的相互理解の増進に貢献しよう｡ ハ, 共同目的達成の為内外の友人と協
力しよう｣とされた (『定款』 ２頁)｡ 事業内容には ｢一, 討論, 講演, 出
版等による民主的精神の拡充 二, 語学の障碍除去に依る渉外関係の円滑
化 三, アメリカ関係者相互の連絡 四, 其の他本社の目的達成に適当な
る事業｣とあり (同前,３頁), ｢事業計画書｣ には ｢一, 文化啓発 Ａ, 座
談会及討論会の開催 (｢ディスカッション・グループ｣ を作り日米両者の
意見交換, 人的接触の機会を提供する) Ｂ, 文化講座の開催 Ｃ, 国際
問題に関する講師派遣 Ｄ, 米国文化紹介 (音楽会等開催)｣ ｢二, 言葉の
サーヴィス Ａ, 英和両翻訳 Ｂ, 通訳 Ｃ, 広告又は商標用英文作成
Ｄ, 英会話の教授｣ ｢三, 民間渉外事務援助｣ ｢四, 二世に対する ｢インフォ
メーション・サーヴィス｣ 及親睦斡旋｣ ｢五, 同様目的を有する他団体と
協力 (特にアメリカ研究団体相互の連絡)｣ などが並ぶ (同前, ９頁)｡
サーヴィス・センターの陣容は, 松本が理事長, 平澤がナンバー２の専
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務理事, その下に, 中野賀章が総務部長格, 松本の秘書でもあった野中孝




英語の講習会や翻訳といった業務の他に, 会員制クラブ ｢Pacific citi-
zens club (太平洋市民クラブ)｣ を経営していた｡ このクラブは, 平澤が
友人を中心に, 法人・個人の会員を集めたものである｡ 日本人が主な対象





このクラブに関しては, 東京會舘の社史に, 三木, 平澤, 松本らが ｢東
京會舘別館を拠点に ｢パシフィック・シティズンズ・クラブ・オブ・トー



















請け負い, 嘆願書の作成, 資料作成等を行った｡ 松本や平澤の人脈を駆使
し, 追放解除を成功させた｡ それゆえ, 巷間 ｢対マ司令部折衝部｣ と呼ば
れた
(170)























































































た｡ 三木が所属する協同民主党の山本実彦委員長について, 塩崎は ｢山本
の追放 (昭和21年６月) はGHQに近かった井川や二階堂進らの力でいっ
(桃山法学 第22号 ’13)24
たんは追放を免れた (昭和21年７月) が, 結局民政局の考え方を変えるに
至らず追放ということになった (昭和21年12月, 最終決定翌年２月)｣ と
論じた
(185)






















めた寺崎太郎は, 益谷秀次が ｢爺さん (吉田のこと) は, コンガラか
(ママ)
ると,


























野党民主自由党 (以下, 民自党と略記) の吉田茂総裁の首班を阻むため
に, 民自党の山崎猛幹事長の首班擁立を与党が模索した｡ 元々の発案者は,




































するか, 民主党最高幹部会では, 吉田指名か白票かで ｢雑然として｣ いた｡
｢遂には三木を仮りに投票しようとの意見が出た｣｡ 午後８時から開催され
た代議士会で, 白票, 三木, 吉田の三案が検討された｡ 無記名投票で三木
40, 吉田35となったため, 次に白票か三木かを挙手で問うたところ, 白票
優勢であった｡ こうして民主党は白紙投票という方針を決定し本会議に臨




















期の三木の政治活動は ｢バルカン政治家｣ の面目躍如といえよう｡ この間,
三木武夫の周辺に位置した外交官・知米派人脈が, 対GHQ工作を縦横に
展開し, 三木の政治活動に寄与したことが推測される｡























た｡ さらに自民党時代の活動をも踏まえ, 渡辺恒雄は ｢三木の変転自在な





















(１) 小西應 ｢三木武夫の政治的絶対性 研究の前提的試論｣ 明治大学史
資料センター監修・小西應編 『三木武夫研究』 (日本経済評論社,
2011年, 以下 『三木武夫研究』 と略記) 所収｡ 図書・論文・雑誌や新聞
など三木武夫論を幅広く参照しており有用である｡
(２) 中北浩爾 『1955年体制の成立』 (東京大学出版会, 2002年), 河野康子
『戦後と高度成長の終焉』 (講談社, 2002年), 小宮京 『自由民主党の誕
生 総裁公選と組織政党論』 (木鐸社, 2010年) を参照｡
(３) 北岡伸一 『自民党』 (中公文庫, 2008年) 184185頁｡
(４) 竹内桂 ｢三木武夫関係資料の公開にあたって｣ 『大学史紀要第14号
三木武夫研究Ⅰ』 (明治大学史資料センター, 2010年) 所収｡
(５) 三鬼陽之助 『三木武夫 交友50年の素顔』 (サンケイブックス, 1975
年) 2526頁｡
(６) 増田卓二 『実録 三木武夫』 (ホーチキ出版, 1975年) 180頁｡
(７) 吉村克己 ｢岸―石橋の決戦前夜｣ 一七会 ｢三木武夫とその時代｣ 刊行
委員会編 『三木武夫とその時代 政治記者の記録』 (一七会 ｢三木武夫
とその時代｣ 刊行委員会, 1990年, 以下 『三木武夫とその時代』 と略記)
所収, 62頁｡
(８) 宮崎吉政 ｢政治家三木武夫の五十年 (上)｣ 『世界と議会』 309号, 1989
年, 14頁｡
(９) 竹中佳彦 ｢中道政治の崩壊 ―三木武夫の外交・防衛路線―｣ 近代日
本研究会編 『年報近代日本研究16 戦後外交の形成』 (山川出版社, 1994
年) 所収, 福永文夫 『占領下中道政権の形成と崩壊』 (岩波書店, 1997
三木武夫研究序説 29
年) を参照｡ 戦前の三木武夫に関しては, 竹中佳彦 ｢政党政治家・三木
武夫の誕生｣ 『北九州市立大学法政論集』 30巻 3・4 号, 2003年, および,
竹内桂 ｢第20回衆議院議員総選挙における三木武夫の当選要因｣ 『政治
学研究論集』 第36号 (2012年), 竹内桂 ｢翼賛選挙と三木武夫｣ 『政治学
研究論集』 第37号 (2012年), 竹内桂 ｢徳島県における翼賛選挙｣ 『史窓』
第43号 (2013年) を参照｡ 竹内は近年, 戦前に限らず, 三木に関する実
証的な研究を精力的に発表しており, 参考になる｡
(10) 塩崎弘明 ｢翼賛政治から戦後民主政治へ ―日本協同党成立の場合―｣
同 『国内新体制を求めて』 (九州大学出版会, 1998年) 所収, 同書所収
の ｢日本協同党の系譜 ―協同民主党と国民協同党―｣ や ｢戦後政党に
みる戦前・戦中との断絶性と連続性 ―日本民党及びその周辺と協同主
義―｣ を参照｡ 村川一郎 ｢日本協同党史・協同民主党史・国民党史｣
『行動論研究』 第49号, 1997年, 竹中佳彦 ｢戦後日本の協同主義政党｣
日本政治学会編 『年報政治学1998 日本外交におけるアジア主義』 (岩
波書店, 1999年) 所収, 小宮 『自由民主党の誕生』 第３章第１節を参照｡
(11) 内田健三 『現代日本の保守政治』 (岩波新書, 1989年) 60頁｡
(12) 三鬼 『三木武夫』 4546頁｡
(13) 北岡 『自民党』 185頁｡
(14) 三鬼陽之助 『献金金脈』 (講談社, 1975年) 123頁｡
(15) 長縄元次 ｢民主党ができたころ｣ 政治記者OB会編 『政治記者の目と
耳』 第３集 (政治記者OB会, 1997年) 所収, 20頁｡
(16) 『田川誠一オーラルヒストリー』 上巻 (政策研究大学院大学, 2001年)
83頁｡
(17) 三木睦子 『三木と歩いた半世紀』 (東京新聞出版局, 1993年) 7980頁｡
(18) 三木睦子 『信なくば立たず 夫・三木武夫との五十年』 (講談社,
1989年) 93頁｡
(19) 田川誠一 『やればできる痩せ我慢の道』 (行研, 1995年) 333頁, 小楠
正雄氏の談話｡
(20) 渡辺恒雄 『派閥 保守党の解剖』 (弘文堂, 1958年) 174頁｡
(21) 三鬼 『三木武夫』 107頁｡
(22) ｢岡田勢一｣ 楳本捨三編 『政界を截る人々』 (開顕社, 1948年) 所収,
85頁｡
(23) 三鬼 『献金金脈』 145頁｡
(24) 小林幸三郎 ｢三木武夫と福祉国家｣ 一七会編 『われは傍流にあらず
政治記者の記録』 (人間の科学社, 1991年) 所収, 62頁｡
(桃山法学 第22号 ’13)30
(25) 國弘正雄 『操守ある保守政治家 三木武夫』 (たちばな出版, 2005年)
109頁｡ 引用中にある政策研究所とは ｢中央政策研究所｣ のことである
(同書, 53頁)｡
(26) 渡辺 『派閥 保守党の解剖』 185頁｡
(27) 宮崎 ｢政治家三木武夫の五十年 (上)｣ 16頁｡
(28) いわゆる第二保守党系における三木の政治活動は, 小宮 『自由民主党
の誕生』 第３章, および, 御厨貴 ｢昭和20年代における第二保守党の軌
跡 『芦田日記』 『重光日記』 にみる芦田・重光・三木｣ 『年報・近代日
本研究９ 戦時経済』 (山川出版社, 1987年) 所収を参照｡
(29) 小宮 『自由民主党の誕生』 第３章第２節を参照｡
(30) 御厨 ｢昭和20年代における第二保守党の軌跡｣ 305310頁｡
(31) 『朝日新聞』 1954年11月15日｡
(32) ｢重光葵日記｣ 伊藤隆・渡邊行男編 『続重光葵手記』 (中央公論社,
1988年) 所収, 1954年11月15日｡
(33) 『朝日新聞』 1954年11月15日夕刊｡
(34) 吉本重義 『岸信介伝』 (東洋書館, 1957年) 196頁｡
(35) 小高熹郎 『あま から ピン 泣き笑いの八十年』 (東海大学出版会,
1988年) 128129頁｡ 小高は当時, 衆議院議員｡ 日本民主党の結党大会
で進行委員長を務め, 第一次鳩山内閣では文部政務次官｡
(36) 『朝日新聞』 1954年11月19日, 23日｡ 全体的な評価は, 中北 『1955年
体制の成立』 168頁を参照｡
(37) ｢新党 一応まとまったが…｣ 『朝日新聞』 1954年11月16日｡
(38) 塩田潮 『岸信介』 (講談社, 1996年) 243頁｡
(39) 大日向一郎 ｢ソビエトに対抗 満州建国へ｣ 政治記者OB会編 『政治
記者の目と耳』 第４集 (政治記者OB会, 1999年) 所収, 2023頁｡
(40) なお, 松村や三木が地位を要求したことに対して, 無銭飲食だと芦田
が激怒したという｡ 岸信介・伊藤隆・矢次一夫 『岸信介の回想』 (文藝
春秋, 1981年) 115頁｡
(41) 以下, 特に断らない限り, ｢日本民主党の内情｣ 『朝日新聞』 1954年11
月25日による｡




政調会長を諦めたという｡ 千葉三郎 『創造に生きて』 (カルチャー出版,
三木武夫研究序説 31
1977年) 277頁｡
(43) 派閥の実態に関する変遷については, 小宮京 ｢保守党における派閥の
一考察 1920－60年代｣ 『選挙研究』 第26巻１号 (2010年) を参照｡
(44) 渡辺恒雄 『派閥 日本保守党の分析』 (弘文堂, 1964年) 100頁｡ 党人
派に限った分析である｡ 岸の商工省時代の人脈は, 同書, 99頁を参照｡
(45) 大木操 『大木日記』 (朝日新聞社, 1969年) 1945年２月５日, 184頁｡
護国同志会については, 東中野多聞 ｢岸信介と護国同志会｣ 『史學雑誌』
108巻９号 (1999年) を参照｡
(46) 宮崎吉政 『実録政界二十五年』 (読売新聞社, 1970年) 165頁｡
(47) 宮崎吉政 『No.2の人 自民党幹事長』 (講談社, 1981年) 138頁｡ 宮
崎によれば ｢実力者｣ という言葉が使われるようになったのはこの頃か
らだという｡ 渡辺によれば, ｢実力者｣ とは ｢長老｣ よりも若いけれど
もそれ以上に有力な政治家を指す言葉であり ｢政界での戦前派から戦後
派への主導権の移行という現象に即して生れた言葉｣ であるという (渡
辺 『派閥 日本保守党の分析』 2728頁)｡
(48) 第２回総裁公選については, 小宮 『自由民主党の誕生』 第４章第３節
を参照｡
(49) 第三次組織調査会に関しては, 自由民主党編 『自由民主党党史 資料
編』 (自由民主党, 1986年) 475489頁を参照｡ 経緯と答申の全文が記載
されている｡
(50) 升味準之輔 ｢自由民主党｣ 同 『現代日本の政治体制』 (岩波書店, 1969
年) 所収, 岡野加穂留 『多党制政治論 現代日本の政党構造』 (経済往
来社, 1968年), 北岡 『自民党』, 小西 ｢三木武夫の政治的絶対性｣ を参
照｡
(51) 以下, 党風刷新懇談会に関する記述は, 特記しない限り, 渡辺 『派閥
日本保守党の分析』 109110頁によった｡
(52) 宮崎 『実録政界二十五年』 272頁｡
(53) 後藤基夫・内田健三・石川真澄 『戦後保守政治の軌跡』 (岩波書店,
1982年) 218頁｡ 後藤の発言｡
(54) 飯島博執筆 『倉石忠雄 その人と時代』 (倉石忠雄先生顕彰会, 1987
年) 427頁｡ 党近代化や党風刷新懇談会 (８月９日に党風刷新連盟と改
称) については, 同書, 417428頁を参照｡
(55) 逢坂巌 ｢世論とマスメディア｣ 川出良枝・谷口将紀編 『政治学』 (東
京大学出版会, 2012年) 所収, 145頁｡
(56) 小林 ｢三木武夫と福祉国家｣ 6263頁｡
(桃山法学 第22号 ’13)32
(57) 樋口政市 『萬峰に風雨あり 三木武夫とその周辺』 (萬峰に風雨あり刊
行会, 1997年) 111112頁｡ 樋口は戦前来, 三木に接し, 1958年から72
年まで三木武夫徳島事務所長を務めた｡ メディアのみが三木の当選に資
したわけではない｡ 例えば, 三木が生田和平という代議士の地盤を継承
したとの指摘も存在する (三鬼 『三木武夫』 46頁)｡ 詳細な研究として,
竹内 ｢第20回衆議院議員総選挙における三木武夫の当選要因｣ を参照｡
(58) 天野歓三 ｢昭和二十年代前期の三木武夫｣ 『三木武夫とその時代』 所
収, 89頁｡
(59) 改進党結党前後も三木は宣伝情報を重視した｡ 小宮 『自由民主党の誕
生』 第３章第２節を参照｡
(60) 中村慶一郎 『三木政権・747日』 (行研, 1981年) 200頁｡ 逢坂巌氏の
ご教示による｡
(61) 今井久夫 ｢政界古参記者風雲録33 三木武夫異聞｣ 『月刊カレント』
44(4), 2007年, 59頁｡
(62) 苅部直 ｢三木武夫｣ 御厨貴編 『歴代首相物語』 (新書館, 2002年) 所
収を参照｡
(63) 知米派は必ずしも親米派であることを意味しない｡ その例として外務
省革新派があげられる｡ 外務省革新派については, 塩崎弘明 ｢外務省革
新派の現状打破認識と政策｣ 同 『国内新体制を求めて』 所収, 戸部良一
『外務省革新派』 (中公新書, 2010年) を参照｡
(64) 平野については, 増田弘 『政治家追放』 (中央公論新社, 2001年) を
参照｡
(65) 竹中 ｢中道政治の崩壊｣ 134137頁｡
(66) 三木睦子の証言は, 三木睦子述, 明治大学史資料センター監修, 明治
大学三木武夫研究会編 『総理の妻 三木武夫と歩いた生涯』 (日本経済
評論社, 2011年) 56頁を参照｡
(67) 三木睦子 ｢福島慎太郎さんのこと｣ 『中央公論』 102(9), 1987年, 41
頁｡ 睦子は, 亡くなった順番に名前を挙げている｡
(68) 三木の学生時代やアメリカ留学の実態については, 鈴木秀幸 ｢三木武
夫の修学時代｣ 『三木武夫研究』 所収, が詳しい｡ ただし, 鈴木論文は
福島が後にブレーンになったことを指摘するにとどまっている (119頁)｡
(69) 福島については, 内政史研究会 『福島慎太郎氏談話速記録』 (内政史
研究会, 1984年, 以下 『福島談話速記録』 と略記), および, ｢福島慎太
郎｣ 『別冊新聞研究 聴きとりでつづる新聞史』 20号 (日本新聞協会,
1986年, 以下 ｢福島慎太郎｣ と略記) 所収を, 経歴は ｢福島慎太郎｣ 64
三木武夫研究序説 33
65頁の ｢福島慎太郎氏略歴｣ を参照｡
(70) この時期の次官会議の役割や政治的意味に関して, 村井哲也 『戦後政
治体制の起源 吉田茂の ｢官邸主導｣』 (藤原書店, 2008年) を参照｡
(71) ｢昭和二十年・勅令第五四〇号・臨時内閣ニ副書記官長ヲ置クノ件｣
アジア歴史資料センター閲覧｡ レファレンスコード A04017764800｡
(72) 伊藤隆編 『高木惣吉 日記と情報』 下巻 (みすず書房, 2000年) 1945
年10月９日｡




(76) 『読売新聞』 1955年３月18日｡ 第二次鳩山内閣官房副長官は松本と田
中栄一であった｡
(77) 政務１名・事務１名体制の定着までの経緯は, 御厨貴 ｢平成の首相官
邸｣ 同 『政治へのまなざし』 (千倉書房, 2012年) 所収, 188192頁を参
照｡
(78) 増田甲子七 『増田甲子七回想録 吉田時代と私』 (毎日新聞社, 1984
年) 127頁｡
(79) ｢時の人 福島慎太郎｣ 『読売新聞』 1953年７月26日｡
(80) 『福島談話速記録』 236237頁｡
(81) 小林庄一 ｢池田の癌にショック｣ 『三木武夫とその時代』 所収, 344
345頁｡ 小林はジャパンタイムズ調査室長として福島に仕え, 後に三木
武夫の秘書となった人物である｡ 『福島談話速記録』 136138頁も参照｡
(82) 『福島談話速記録』 188189頁｡ ｢福島慎太郎｣ 6366頁も参照｡
(83) 『福島談話速記録』 46頁｡
(84) 福島慎太郎 ｢アメリカにゐて内外の写真組織をどう見たか｣ 『報道写
真』 1(6), 1941年, 福島慎太郎 ｢P・R｣ 『新聞研究』 219, 1969年｡
(85) 塩崎 ｢外務省革新派の現状打破認識と政策｣ を参照｡ 塩崎は, 福島が
白鳥敏夫次官擁立運動などで積極的に活動したことを明らかにしている｡
(86) 『福島談話速記録』 3639, 4651頁｡
(87) 岩田冷鉄 ｢長風山荘主人のこと｣ 河相富編 『真鶴』 (河相富, 1969年)
所収, 26頁｡ 河相は ｢革新派のシンパ｣ (戸部 『外務省革新派』 196頁)
や ｢顧問的存在｣ と評される (塩崎 ｢外務省革新派の現状打破認識と政
策｣ 108頁)｡






(92) 千葉ロッテマリーンズ公式HP ｢チームヒストリー｣ http://sp.marines.
co.jp/company/history.php (2013年３月17日閲覧)
(93) 福島慎太郎 ｢鶏を割くに牛刀を用う｣ 雷鳥社編集部編 『わが道をゆく』
(雷鳥社, 1974年) 所収, 144頁｡
(94) 平澤の論考をまとめたものに, 福島慎太郎編 『国際社会の中の日本
平沢和重遺稿集』 (日本放送出版協会, 1980年) がある｡
(95) 『財団法人啓明社 (サーヴィス・センター・トーキョー) 定款』 (平澤
朝子氏蔵) による｡ 『財団法人啓明社／概要』 (http://www.keimeisya.
jp/outline/index.html) で, 定款の本文を確認可能である (2011年11月30
日閲覧)｡
(96) 春名幹男 『秘密のファイル CIAの対日工作』 上巻 (新潮文庫, 2003
年) 111頁｡
(97) 粟屋憲太郎 『東京裁判への道 (上)』 (講談社, 2006年) 167頁｡ 寺崎
に関しては, 浅井信雄 ｢日米開戦前夜における寺崎英成の役割 平和主
義者か諜報指揮者かをめぐる一試論｣ 『神戸外大論叢』 39(7), 1988年も
参照｡
(98) 『読売新聞』 1941年12月10日｡
(99) 2003年２月12日, 平澤朝子氏インタビュー｡ 柳田邦男 『マリコ』 (新
潮社, 1980年) 6162頁によれば, 寺崎英成も開戦直前に移動の指示を
受けた｡ 平澤を捕らえた側の記述は, Stephenson, William Samuel, Roald
Dahl, Tom Hill and Gilbert Highet (introduced by Nigel West), British Se-
curity Coordination: The Secret History of British Intelligence in the Americas,
19401945, Fromm International, 1999, pp. 400401. 平澤が逮捕時に５万
ドルを所持していた理由については, 寺井義守著, 佐藤守校訂 『ある駐
米海軍武官の回想』 (青林堂, 2013年) 124125頁を参照｡
(100) 藤山楢一 『一青年外交官の太平洋戦争』 (新潮社, 1989年) 101頁｡
(101) グエン・テラサキ 『太陽にかける橋』 (中公文庫, 1991年) 129130頁｡
(102) 2003年２月12日, 平澤朝子氏インタビュー｡
(103) 細川護貞 『細川日記 改版』 上巻 (中公文庫, 2002年) 1944年３月３
日, 144頁｡
(104) 福島慎太郎 ｢坂西さん, 斎藤さん｣ 『坂西志保さん』 編集委員会編
三木武夫研究序説 35
『坂西志保さん』 (国際文化会館, 1977年, 以下 『坂西志保さん』 と略記)
所収, 168頁｡ 平澤の回想は, 平澤和重 ｢斎藤大使の追憶｣ 『国際知識及
評論』 第19巻第５号, 1939年所収を参照｡
(105) 吉野による平澤評は, 佐藤優 ｢国家の嘘 第３回｣ 『月刊現代』 2007
年12月号, 137138頁を参照｡ 吉野は平澤が渡米する船に同乗した｡
(106) 海野芳郎 ｢アストリア号の斎藤大使遺骨の護送｣ 『国際政治』 34 (1967
年) を参照｡
(107) 『福島談話速記録』 4950頁｡
(108) ｢三木武夫略年譜｣ 『三木武夫研究』 所収, 372頁｡
(109) 三木睦子 ｢福島慎太郎さんのこと｣ 4142頁｡
(110) 大木 『大木日記』 1945年２月１日, 176頁｡
(111) 東中野 ｢岸信介と護国同志会｣ を参照｡
(112) 戸部 『外務省革新派』 284287頁｡
(113) 深川周一解説 ｢本間報告書｣ 『八幡大学法律研究所報』 ２号, 1968年,
226228頁｡ 同一文書か不明だが, 近衛側近の牛場友彦のもとにも ｢建
白書｣ を持参したという｡ ｢牛場友彦氏談話速記録 (原稿) 第３回 昭
和54年12月21日｣ 『木戸日記研究会旧蔵資料』 114, 国立国会図書館憲政
資料室所蔵, 78頁を参照｡ 牛場の弟・信彦は外務省革新派であった｡ ま
た, 岸首相の訪米の時に平澤も関与している｡ 平澤和重 ｢岸訪米の一演
出者として｣ 『文藝春秋』 35(9), 1957年を参照｡ 平澤と岸の関係も興味
深い｡
(114) 戸部 『外務省革新派』 287頁｡
(115) 2003年６月６日, 関係者インタビュー｡ 希望により匿名とした｡ 福島
は ｢免職処分｣ と記したが (福島慎太郎 ｢三年忌に想う｣ 同編 『国際社
会の中の日本』 所収, 頁), 履歴書の記載から誤りと判断できる｡
(116) 『福島談話速記録』 137138頁｡ 他に, 三木武夫の相談相手としては,
政治学者の矢部貞治が知られている｡ なお, 平澤の役割については ｢草
稿を秘書が平沢氏の所などへ持参し, ひと通り目を通してもらうことも
あった｡ しかし, 最終的にはすべて首相 (小宮注＝三木武夫) が書き下
した｣ との指摘もある (中村 『三木政権・747日』 106頁)｡
(117) ｢ハリー・カーン氏の“日本秘話”｣ 『読売新聞』 1979年５月１日｡ ハ
リー・カーンについては, Ｇ・デイビス／Ｊ・ロバーツ 『軍隊なき占領』
(新潮社, 1996年) を参照｡
(118) 國弘 『操守ある保守政治家 三木武夫』 150151頁｡
(119) 中村 『三木政権・747日』 117頁｡ 三木首相が主導したこうした方法に
(桃山法学 第22号 ’13)36
対して, 外務省内部には平澤への反発も存在したという (同書, 118頁)｡
(120) 福島 ｢三年忌に想う｣ 頁｡
(121) 2003年５月30日, 内田健三氏インタビュー｡ ご紹介頂いた蒲島郁夫先
生に感謝する｡
(122) 三木睦子 ｢福島慎太郎さんのこと｣ 41頁｡
(123) 2003年２月12日, 平澤朝子氏インタビュー｡
(124) 2002年11月27日, 松本満郎氏インタビュー｡ ｢しだ先生｣ とは ｢志田
太郎｣ のことであろう｡ また, 佐野眞一 『巨怪伝』 上下巻 (文春文庫,
2000年) の松本に関する記述は信用して良いとのことであった｡
(125) 山梨日日新聞社編 『清里の父 ポール・ラッシュ伝』 (ユニバース出
版, 1986年) 5657頁｡
(126) ｢ポール・ラッシュ直筆日記｣ 井尻俊之・白石孝次 『1934フットボー
ル元年 “父”ポール・ラッシュの真実』 (ベースボールマガジン社,
1994年) 所収, 26頁｡ 同資料は, 平澤和重のニュース解説の引用から始
まっている｡
(127) 山梨日日新聞社編 『清里の父 ポール・ラッシュ伝』 132頁｡
(128) 松本瀧蔵 ｢国際宣伝の再検討｣ 『宣伝』 8725, 1942年｡
(129) 戦時中の講演は後述｡ 戦後の文章として, 例えば, 松本瀧蔵 ｢米國の
デモクラシー生活｣ 『労働文化』 28(8), 1946年や, 松本瀧蔵 ｢プライヴェー
トとパブリック｣ 『夫婦生活』 12(1), 1951年など｡ 広範囲で活躍してい
たことが伺える｡
(130) 松本瀧蔵 ｢米國及米國人｣ 『汎交通』 44(8), 1943年｡ 松本瀧蔵 ｢二世




(133) 松本瀧蔵 ｢占領総司令部の日本大臣｣ 『特集文藝春秋 今こそいう
主役のメモ』 1957年４月所収, 116頁｡
(134) 『福島談話速記録』 188頁｡ 三木の留学は1932年からである (｢三木武
夫略年譜｣ 参照)｡
(135) 朝日新聞政党記者団 『政党年鑑 昭和23年』 (ニュース社, 1948年)
257頁｡
(136) 小坂善太郎 『忘れがたきこと 小坂日記』 (信濃政経研究会, 1990年)
102頁｡ 細川隆元 『昭和人物史 政治と人脈』 (文藝春秋新社, 1956年)
47頁も参照｡
三木武夫研究序説 37
(137) 天野歓三 ｢連立で地盤を固めた三木武夫｣ 政治記者OB会 『政治記者
の目と耳』 第３集所収, 316317頁｡
(138) 天野 ｢連立で地盤を固めた三木武夫｣ 319頁｡
(139) 松本 ｢占領総司令部の日本大臣｣ 122頁｡
(140) 進藤榮一・下河辺元春編 『芦田均日記』 第２巻 (岩波書店, 1986年)
1948年２月26日, 27日, ３月５日, ６日, ７日, ８日, 5859頁, 6569
頁などを参照｡
(141) ジャスティン・ウィリアムズ 『マッカーサーの政治改革』 (朝日新聞
社, 1989年) 376頁｡ また松本が広島市の再建に活躍したことについて,
同書, 372377頁を参照｡
(142) 菅原通濟 『無手勝流 通濟一代・風説篇』 (常盤山文庫出版部, 1971
年) 313頁｡
(143) 岡野加穂留 ｢三木武夫論 その二｣ 明治大学大学史料委員会編 『紫紺
の歴程』 第５号 (明治大学大学史料委員会, 2001年) 所収, 110頁｡ 岡
野氏が松本の商学部教授時代に講義を聞きに行った際の話である｡
(144) 天野 ｢連立で地盤を固めた三木武夫｣ 316頁｡
(145) 市岡弘成・福永あゆみ 『プロ野球を救った男 キャピー原田』 (ソフ
トバンククリエイティブ, 2009年) 187頁｡ 松本との出会いは137頁｡ 松
本から働きかけられた幾つかの事例は153157頁｡
(146) 2002年11月27日, 松本満郎氏インタビュー｡
(147) 松本 ｢占領総司令部の日本大臣｣ 119頁｡
(148) 松本瀧蔵 ｢帰還報告｣ 日本水泳連盟 『使命を果たして』 (月曜書房,
1949年) 所収, ９頁｡
(149) ｢座談会 オリンピックを語る｣ 『東京だより』 36, 1952年や, ｢座談
会 秋空に嘯く｣ 『東京だより』 40, 1952年を参照｡ 『定款』 の履歴書に




(151) 2002年11月27日, 松本満郎氏インタビュー｡ ｢福島慎太郎｣ 71頁も参
照｡
(152) 樋口 『萬峰に風雨あり 三木武夫とその周辺』 284285頁｡
(153) 『朝日新聞』 1957年６月20日｡
(154) サーヴィス・センターの概要は, 佐野 『巨怪伝』 下巻, 2630頁を参
照｡
(桃山法学 第22号 ’13)38
(155) 以下, 特に断らない限り, サーヴィス・センター関連の記述は, 2003
年６月６日, 関係者インタビューに基づく｡
(156) 坂西の経歴は, ｢坂西志保略年譜｣ 『坂西志保さん』 所収を参照｡
(157) 福島 ｢坂西さん, 斎藤さん｣ 167頁｡
(158) 坂西志保 ｢訳詩のころ｣ 斎藤博訳編 『詩集 移植林』 (斎藤正子, 1990
年, 原著は1948年) 所収｡
(159) 『坂西志保さん』 330頁｡ 平澤と坂西志保の関係について, 春名 『秘密
のファイル』 上巻, 74頁によれば, 坂西は米国における情報提供者であっ
た｡
(160) 福島 ｢坂西さん, 斎藤さん｣ 168頁｡ 加藤万寿男 ｢ワシントン時代の
ことども｣ 『坂西志保さん』 所収, 176頁も参照｡
(161) ｢坂西志保略年譜｣ 『坂西志保さん』 所収, 322頁｡
(162) 杉村武 ｢考える葦 坂西さんと安孫子｣ 『坂西志保さん』 所収, 201頁｡
(163) 松本 ｢占領総司令部の日本大臣｣ 116頁｡
(164) 『福島談話速記録』 302304頁, および, ｢東ヶ崎潔｣ 『別冊新聞研究
聴きとりでつづる新聞史』 20号所収, 27頁を参照｡
(165) 東京會舘編 『東京會舘いまむかし』 (東京會舘, 1987年) 176頁｡
(166) 2002年11月27日, 松本満郎氏インタビュー｡
(167) 引用は全て, 東京會舘編 『東京會舘いまむかし』 183頁｡
(168) 三木睦子述, 明治大学史資料センター監修, 明治大学三木武夫研究会
編 『総理の妻』 12頁｡
(169) 『福島談話速記録』 192頁｡
(170) 佐野 『巨怪伝』 下巻, 27頁, 野中孝一の談話｡
(171) 高瀬傳 『随想 戦後の国会と私』 (霞ケ関出版, 1969年) 27頁｡ 高瀬
は, 東京帝大法学部卒業後, 鉄道省に入り, 戦後, 終戦連絡中央事務局
参与となった｡ 1946年４月の総選挙で初当選, 以後落選をはさみ当選７
回｡ 社会党, 社会革新党, 改進党, 自民党に所属した｡ 高瀬は福島と
｢ニューヨーク時代の友だち｣ で, 選挙出馬時に相談した関係であった
(『福島談話速記録』 190頁)｡
(172) 東京會舘編 『東京會舘いまむかし』 172173頁｡
(173) 現在の ｢千代田区｣ に該当する｡
(174) 『東京會舘いまむかし』 182頁によれば, 東京會舘別館の自主営業開始










(177) 佐野 『巨怪伝』 下巻, 28頁, 野中孝一の談話｡
(178) 2003年６月４日, 金崎巳江子氏 (平澤の元秘書) への電話インタビュー｡
(179) 山梨日日新聞社編 『清里の父 ポール・ラッシュ伝』 322頁｡ 依頼者
として, 鮎川義介や三木武吉の名前が挙げられている｡




(183) 三木睦子 『信なくば立たず』 75頁, 三木睦子 『三木と歩いた半世紀』
66頁｡
(184) 2002年11月20日, 三木睦子氏インタビュー｡
(185) 塩崎 ｢翼賛政治から戦後民主政治へ｣ 302頁, 注 (224)｡
(186) 宮崎 ｢政治家三木武夫の五十年 (上)｣ 13頁｡
(187) 天野 ｢連立で地盤を固めた三木武夫｣ 315316頁｡
(188) 後藤・内田・石川 『戦後保守政治の軌跡』 22頁｡ 後藤によれば, 国協
党が連立内閣でキャスティング・ヴォートを握っていたこともあり, 新
聞記者は重要な政党とみなしていたという｡
(189) 寺崎太郎 『れいめい 日本外交回想録』 (私家版, 1982年) 332頁｡
(190) 天野 ｢昭和二十年代前期の三木武夫｣ 13頁｡
(191) 松本 ｢占領総司令部の日本大臣｣ 119頁｡
(192) 当時の日本側の報道として, 朝日新聞政党記者団 『政党年鑑 昭和24
年』 (ニュース社, 1948年) 102117頁｡ GHQ資料をも活用した研究と
して, 福永 『占領下中道政権の形成と崩壊』 を参照｡
(193) ｢政局の裏に躍る外務官僚｣ 『読売新聞』 1948年10月12日｡
(194) 朝日新聞政党記者団 『政党年鑑 昭和24年』 108頁｡ 同様の指摘は,
｢山崎首班説の正体｣ 『読売新聞』 1948年10月11日でもなされた｡
(195) 竹中 ｢中道政治の崩壊｣ 141143頁｡
(196) 三木睦子 『信なくば立たず』 111頁｡
(197) リチャード・Ｂ・フィン 『マッカーサーと吉田茂』 下巻 (同文書院イ
(桃山法学 第22号 ’13)40
ンターナショナル, 1993年) 37頁｡
(198) 國弘 『操守ある保守政治家 三木武夫』 139頁｡
(199) 以下の記述は, 進藤・下河辺編 『芦田均日記』 第２巻, 1948年10月14
日, 220221頁に基づく｡
(200) 竹中 ｢中道政治の崩壊｣ 143頁｡
(201) 宮崎 『実録政界二十五年』 65頁｡
(202) 渡辺 『派閥 保守党の解剖』 184頁｡
(2013年５月29日 受理)
三木武夫研究序説 41
